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伝統的な言語文化に自ら親しむ生徒の育成に

向けた中学校国語科指導の工夫
－短歌と生徒の言語生活を結び付ける

アンソロジーづくりを取り入れて－

長期研修員 宮﨑 俊一

《研究の概要》

本研究は、中学校国語科の伝統的な言語文化の指導において、古典の作品と自分の言語

生活を結び付ける活動を取り入れることで、伝統的な言語文化に自ら親しもうとするよう

になることを目指した。生徒はこの活動を通して、古典の作品と自分や現代との共通点な

どに気付き、理解を深めて親しみを感じることができるようになった。また、学習を生か

して、古典を自分の言語生活に結び付けて楽しむ方法を見付ける活動を行った。

キーワード 【 国語－中 伝統的な言語文化 親しむ 短歌 アンソロジー 】

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領の改訂により、国語科では従前の「言語事項」に代わり、「伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項」が新設された。そして、古典が伝統的な言語文化の学習として、小学校段階から「話

すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の三つの領域を通して指導するものとして位置付けられ

た。これは、中央教育審議会答申に示された「改善の基本方針」及び「改善の具体的事項」に基づいて、

「古典に親しむ」学習が一層重視されたものである。

すでに小学校では、平成23年度より新学習指導要領が全面実施となり、教科書には古典に親しむため

の教材が各学年ごとに取り上げられている。特に小学校５・６年生では、竹取物語、枕草子、万葉集の

和歌など中学校でも学ぶ古典が扱われている。また、先行研究における実践例についても、今まで中学

校において行ってきた古典の指導に近いものとなっている。したがって、これからの中学校における国

語科指導では、小学校で古典の学習を経験してきた生徒たちに対して、古典に一層親しむようにするた

めの指導を工夫していくことが重要である。

一方で、現行の学習指導要領においても、古典に親しませることは重視されており、多くの実践が行

われてきた。しかし、古典は苦手だと感じている生徒もおり、古典に親しむ態度の育成が不十分である

ことは、様々な実践報告からも伺える。また、実践協力校において伝統的な言語文化の学習に関するア

ンケートを行ったところ、「古典の学習は好きか」という質問に対して否定的な回答をした生徒が半数

以上おり、古典にはあまり親しめていない現状であった。ただし、小学校６年生で学んだ六つの文語調

の短歌の中から好きなものを選ばせたところ、古典の学習が好きでないと答えた生徒も、自分に身近な

ことを題材とした作品を選んでいた。このことから、生徒は、自分の生活や体験に関連する古典の作品

に対しては、親しみを感じていることが分かった。したがって、古典に自ら親しむようにするためには、

ただ、古典作品だけを取り上げてその内容を学習するのではなく、古典の作品を生徒の身近なことや体

験などと関連付けた学習活動を行うことが有効であると考える。

そこで、本研究では、古典の作品と自分の言語生活を結び付けた学習を取り入れることが、伝統的な

言語文化に自ら親しむ生徒の育成につがると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

伝統的な言語文化の学習において、古典の短歌と自分の言語生活を結び付けるアンソロジーづくりを

取り入れることが、古典の短歌に自ら親しむ生徒を育成することにつながることを実践を通して明らか

にする。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 導入の過程において、古典の短歌と身近にある他の詩歌や文章などを読み比べる活動をすること

によって、生徒は作品の新たなおもしろさに気付き、学習に意欲をもつことができるだろう。

２ 追究の過程において、テーマを決め、古典の短歌と自分の好きな詩歌や文章などを組み合わせて

アンソロジーをつくる活動をすることによって、生徒は作品への理解を深め、古典を身近に感じる

ことができるだろう。

３ まとめの過程において、学んだことを生かし、自分なりの古典の短歌の楽しみ方を見付ける活動

をすることによって、古典の短歌の楽しみ方が分かり、親しんでいこうとすることができるだろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

学習指導要領では、古典に親しむ態度を育成する指導が系統的に行われるように、伝統的な言語文

化に関する指導事項が小学校の低学年から設定されている。したがって、「伝統的な言語文化に自ら

親しむ生徒の育成に向けた指導」は、各学年の発達段階に応じて行うものである。本研究では、中学

校第２学年段階の「伝統的な言語文化に自ら親しむ生徒」とは、授業での学びを基に、古典の短歌を

身近に感じ、もっと知りたい、もっとよさを感じたいと思い、自ら古典の短歌を楽しもうとする生徒

であると考える。具体的には、授業で学んだ作品に興味をもって他の作品を読んだり、古典の短歌を

身近な所に置いて楽しもうとしたりする生徒であるととらえた。

生徒が、授業の学びを基に、自ら古典の短歌を楽しもうとするには、まず、生徒自身が古典の短歌

のおもしろさに気付き、学習に意欲をもつことが必要である。生徒は小学校段階で、古典の短歌を含

む文語調の短歌を音読や暗唱を通して親しむ活動を経験している。そこで、中学校においては、単元

の導入の段階で、身の回りのことと関連付けながら、小学校で学習した古典の短歌などを見直す活動

を取り入れる。古典の短歌と身の回りのことを関連付けて考えることで、小学校のときとは違う見方

で作品の新たなおもしろさに気付き、学習に意欲をもつことができると考える。

次に必要なことは、生徒が古典の短歌について理解を深め、古典の作品を身近に感じるようになる

ことである。そのためには、古典の短歌を言葉の意味から理解するだけでは不十分である。そこで、

生徒が、古典の短歌について、自分のことや現代のことと関連付けながら理解を深め、作者の心情や

情景を想像して楽しむ活動として、アンソロジーづくりを取り入れる。この活動を通して生徒は、作

品への理解を深め、古典の短歌を身近に感じることができると考える。

さらに、生徒自身が、自分の言語生活の中に古典をどう取り入れて楽しむことができるかを分かる

ようにする必要がある。そこで、授業で古典の短歌を楽しんだ経験を生かし、これからも古典を楽し

むことができる場や方法を見付ける活動を取り入れる。この活動を通して、自分なりの古典の楽しみ

方が分かり、古典に親しんでいこうとすることができると考える。

２ 短歌と生徒の言語生活を結び付けるアンソロジーづくりについて

アンソロジーとは、時代別、主題別など、一定の基準で選ばれた詩歌集、文芸作品集のことである。

本研究では、古典の短歌一首に、生徒自身の好きな詩歌や文章などを二つ程度組み合わせてつくるも

のとする。古典の短歌の中に作者のものの見方や考え方が表れているように、生徒の身近にある詩歌

や文章などの中にも、作者のものの見方や考え方が表れている。古典の短歌に自分の好きな詩歌や文

章などを関連付けて考えることで、古典の短歌を自分のことや現代のことと関連付けて理解を深める

ことができる。したがって、アンソロジーをつくる活動は、古典の短歌に対する理解を深め、身近に

感じるようにさせるのに有効な言語活動であると考える。
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そこで、本研究では、図１の研究構想図にあるように、短歌と生徒の言語生活を結び付けるアンソ

ロジーづくりを取り入れた学習活動を「古典の短歌の新たなおもしろさに気付き、学習に意欲をもつ」

「作品への理解が深まり、古典の短歌を身近に感じる」「古典の短歌の楽しみ方が分かり、親しんで

いこうとする」という三つのステップで行っていく。

(1) ステップ１（導入の過程）

古典の短歌と身近にある他の詩歌や文章などを読み比べる活動をする。生徒は、古典の短歌と身

近にある詩歌や文章を読み比べることで、季節のよさのとらえ方や恋愛観などに時代を超えた共通

する思いがあることを知り、古典の短歌に身近な詩歌や文章を関連付けて読むおもしろさに気付く。

そして、古典の短歌と自分の好きな詩歌や文章を組み合わせてアンソロジーをつくる活動に意欲を

もつようになると考える。

(2) ステップ２（追究の過程）

古典の短歌と自分の好きな詩歌や文章などを組み合わせ、作品同士の共通点や相違点を考えなが

らアンソロジーをつくる活動をする。この活動により、生徒は、古典の短歌を言葉の意味から理解

するだけでなく、自分の身近なことや現代のことなどと関連付けて理解を深め、作者の思いや場面

の様子をより豊かに想像することができ、古典の短歌を身近に感じることができると考える。

(3) ステップ３（まとめの過程）

アンソロジーづくりで学んだことを生かして、これからも短歌を楽しむ場や方法を見付ける活動

をする。教師が楽しみ方を例示し、交流してアイディアを出し合う場面を設定することで、生徒は、

アンソロジーづくりの経験を生かし、古典の短歌と他のものを結び付けて楽しむ方法を見付ける。

この活動をすることで、古典の短歌を自分の言語活動に取り入れて楽しむ方法が分かり、古典の短

歌に親しんでいこうとすることができると考える。

図１ 研究構想図
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Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践計画

対 象 中学校 ２学年 実施期間 平成23年10月13日～31日(全５時間)

授業者 長期研修員 宮﨑 俊一 単元名 短歌を味わう

２ 抽出生徒

Ａ 文学的文章を読むことはどちらかと言えば得意である。古典の短歌を自分の言語生活と結び付けなが

ら理解を深めることで、古典の短歌を身近に感じられるようにしたい。また、学びを生かして、自分の

言語生活の中で古典の短歌に楽しもうとするようにしたい。

Ｂ 文学的な文章を読むことは、どちらかと言えば苦手である。古典の短歌を自分の言語生活と結び付け

て考えることで、古典の短歌に表れたものの見方や考え方を理解できるようにしたい。

３ 検証計画

検証計画 検 証 の 観 点 検 証 の 方 法

見通し１ 古典の短歌と身近な他の詩歌や文章などを読み比 ・活動状況の観察
導入の過程 べる活動を取り入れたことは、生徒が古典の新たな ・振り返りカード

おもしろさに気付き、学習への意欲をもつのに有効

であったか。

見通し２ テーマを決め、古典の短歌と自分の好きな言葉を ・活動状況の観察
追究の過程 組み合わせたアンソロジーをつくる活動を取り入れ ・ワークシートの記述内容

たことは、古典の短歌への理解を深め、古典の短歌 ・制作物の内容
を身近に感じるようになるのに有効であったか。

見通し３ 授業で学んだことを生かし、自分なりの古典の短 ・活動状況の観察
まとめの過程 歌の楽しみ方を見付ける活動を取り入れたことは、 ・ワークシートの記述内容

古典の短歌の楽しみ方が分かり、親しんでいこうと ・制作物の内容
するのに有効であったか。 ・振り返りカード

４ 単元の目標

古典の短歌に表れているものの見方や考え方について、知識や体験と関連付けて自分の考えをもち、

古典の短歌を楽しむ。

５ 授業実践(全５時間)

段階 時 ○主な学習活動と生徒の様子・反応 支援のポイント

ス ステップ１のねらい

テ 古典の短歌の新たなおもしろさに気付き、古典の学習に意欲をもつ

ッ

プ ○古典の短歌と近代の短歌、流行歌 ・生徒たちが親しんでいる百

１ の歌詞を読み比べ、内容の共通点 人一首の中から、生徒の経

について考えた。 験や身近なことに関連する（
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＜生徒の反応＞

・どの作品も働く人のことを歌っ

ているぞ。

・天智天皇の働く人は、残業して

いるサラリーマンみたいだ。

ＯＬのことを歌った流行歌と

比べることで、サラリーマンみ

たいだと気付くことができた。
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○教師がつくったアンソロジーの見本を読み、学習課 ・読み比べた作品を「働く人」をテーマ

題と活動の内容を知った。 にしたアンソロジーとして示すことで、

ス アンソロジーづくりのイメージがもて

テ るようにした。

ッ ・いろいろな関連付け方があることを知

プ らせるために、「恋愛」と「色彩表現」

１ で関連付けしたアンソロジーの見本も

示した。（

導

入

の

過

程

）

１

ステップ２のねらい

作品への理解が深まり、古典の短歌を身近に感じる

○教師が示した六首の古典の短歌から、アンソロジー ○示した六首は、生徒が自分の好きな詩

の中心にする一首を選び、読んでおよその内容をつ 歌や文章などと組み合わせ、関連付や

かんだ。 すいように、生徒の身近なことに関連

する内容のものとした。
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教師が提示し た六首の古典の短歌

＜生徒の反応＞

・好きな歌の歌詞と組み合わせたい。

・恋をテーマにつくってみたい。

読み比べをして、組み合わせるおもしろさに

気付くことができ、意欲がもてた。

＜生徒の反応＞

・作者は、亡くなった母を恋

しく思っているんだな。

・片思いだから、逢わなけれ

ばよかったと言っているん

だな。

アンソロジーの中心にす

る短歌を選び、およその内

容をつかむことができた。

アンソロジーの見本と説明

アンソロジーの中心に

する短歌に自分の好きな

詩歌や文章を組み合わせ

る。

関連付けの分かるタイ

トルと読み手に一言で思

いを伝えるメッセージを

書く。

アンソロジーの編者と

して、どのように関連付

けしたか、どのように感

じたか書く。



-6 -

○読み取ったことを「ワークシート１」に書き、同じ ○書き込みが進まない生徒には、古語の

作品を選んだ生徒同士で小グループになり、考えを 意味を詳しく伝えた。

伝え合った。

１

ス

テ

ッ

プ

２

（

追

究

の ○組み合わせる作品を自分の好きな詩歌や文章などか ○事前に組み合わせる作品が探せる本や

過 ら選び、テーマの短歌との共通点と相違点を考えな Ｗｅｂページを紹介し準備させた。

程 がら読み比べ、「ワークシート２」に書いた。 ○作業の進まない生徒には、関連付けの

キーワードを示した。）

２

○共通点や相違点を書いた「ワークシート２」を基に

アンソロジーをつくった。
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◎
作
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、
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で
ど
の
よ
う
な
思
い

で
こ
の
短
歌
を
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

◎
友
達
の
考
え

＜生徒の反応＞

・とても悲しいから、少しの間

も涙が止まらないんだ。

・お母さんのいない宿がさびし

いんじゃないかな。

友達と確かめ合いながら、

作品の内容について考えるこ

とができた。

＜生徒の反応＞

・短歌の中には言葉として書かれて

いないけど、わたしの好きな歌と

同じような思いがあるぞ。

・季節のよさのとらえ方に、それぞ

れ違いがあるな。

作品同士を比べることで、さ

まざまなことに気が付くことが

できた。

作品による季節のとらえ方の共通点や相

違点について気付いたことを書けた。

〈ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
〉

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
つ
く
ろ
う

比
べ
る
言
葉
（
そ
の
一
）

テ
ー
マ
の
短
歌

比
べ
る
言
葉
（
そ
の
二
）

相違点

共通点

相違点

共通点

＜生徒の反応＞

・季節のとらえ方にはい
ろいろあるんだな。
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〇お互いのアンソロジーを小グループで紹介し合った。 〇関連付け方を比較しやすいように、同

じ古典の短歌を選んだ生徒同士を同じ

１ グループにした。

〇いろいろな関連付け方を知り、次時に

生かせるように、参考となった関連付

け方をメモするように指示した。

ス ステップ３のねらい

テ 短歌の楽しみ方が分かり、親しんでいこうとする

ッ

プ 〇学習したことを基に、自分なりの短歌の楽しみ方を 〇具体的なアイディアを出し合いながら

３ 見付ける。 話合いができるように、教師が楽しみ

１ 方の例を示した。

(

ま 〇小グループでアイディアを出し合った

と 後、全体に発表させ、多くのアイディ

め アに触れられるようにした。

の 〇具体的に楽しむことができるように、

過 いつまでに、どのような形で楽しむか、

程 計画をワークシートに書かせた。

）

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 導入の過程に「ステップ１」として、古典の短歌と身近にある他の詩歌や文章などを読み比べる活動を取

り入れたことは、生徒が作品の新たなおもしろさに気付き、学習への意欲をもつのに有効であったか。

生徒たちが親しんでいる百人一首の短歌と、その内容に関連した石川啄木の短歌と流行歌の歌詞を

組み合わせて読み比べる活動を行った。次に、教師が読み比べた三つの作品をアンソロジーにしたも

のを生徒に配付して、アンソロジーづくりを通して古典の短歌を学習していくことを伝えた。

三つの作品を読み比べたとき生徒から、「天智天皇の作品の働く人は、残業しているサラリーマン

みたいだ」「石川啄木の歌は、がんばって掃除や奉仕活動をした後みたいに充実感ですっきりした気

持ちでいるけど、天智天皇の働く人は、なんかがんばってるけど、楽しそうではない」という発言が

あった。生徒Ａと生徒Ｂも、発言を聞き、うなずいたり、分かったという表情をしたりしていた。

アンソロジーの見本を配付すると、生徒たちは熱心に読みながら、アンソロジーをつくることにつ

いて会話を交わすなどしていた。生徒を指名して、アンソロジーづくりをしていくことについて尋ね

ると、「自分の好きなミュージシャンの歌の歌詞と組み合わせてみたい」と答えた。

生徒Ａも、熱心に恋愛をテーマにしたアンソロジーの見本を読んでいた。アンソロジーをつくって

いくことについて尋ねると、「自分は、恋しい思いをテーマにしようと思う」と答えた。生徒Ｂは、

見本に示したアンソロジーに組み合わせるこ

とができそうな自分の知っている流行歌の曲

名を挙げながら、席が近い生徒と会話をして

いた。

授業後、昔の短歌と他の詩歌や文章を比べ

ることで、前よりも昔の短歌に興味をもつよ

うになったか質問すると、96.7％の生徒が肯

定的な回答であった（図２）。また、アンソロ

交流することで、自分とは違う見方がある

ことを知ることができた。

＜生徒の反応＞

・古典の短歌と好きな歌の歌詞を表裏にしてしおり

を作ってお気に入りの本に挟みたい。

・古典の短歌と好きな詩を書いたカレンダーを作っ

て部屋に飾ってみよう。

学習を生かして、楽しみ方を

見付けることができた。

＜生徒の反応＞

・いろいろなテーマでアンソロジーが作れるんだな。

・組み合わせる作品が違うと、同じ短歌でも違った感

じがしてくるね。

ス
テ
ッ
プ
２
（
追
究
の
過
程
）

30.0% 66.7% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査対象30人

とてもなった（9人） まあまあなった（20人）

あまりならなかった（1人） ならなかった（0人）

図２ 昔の短歌に興味をもつようになりましたか
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ジーづくりをすることに意欲がもてたか質

問すると、80.0％の生徒が肯定的な回答を

した(図３)。

読み比べる活動をしたときの、「天智天皇

の作品の働く人は、残業しているサラリー

マンみたいだ」という生徒の発言は、現代

の働くＯＬのことを歌った流行歌と比べた

見方によるものである。また、「石川啄木の

歌は、がんばって掃除や奉仕活動をした後みたいに充実感ですっきりした気持ちでいるけど、天智天

皇の働く人は、なんかがんばってるけど、楽しそうではない」という生徒の発言も、石川啄木の短歌

と天智天皇の短歌を比べた見方によるものである。いずれも、ただ単に古典の短歌だけを読むのでは

なく、自分に身近な作品と組み合わせて読む活動をしたことでできたものである。この活動をしたこ

とで生徒たちは、古典の短歌に身近な詩歌や文章などを組み合わせて読むおもしろさに気付き、「自

分の好きなミュージシャンの歌の歌詞と組み合わせてみたい」「自分は、恋しい思いをテーマにしよ

うかなと思う」といったようなアンソロジーづくりへの意欲がもてた。

以上のことから、導入の過程に「ステップ１」として、古典の短歌と他の詩歌や文章などを読み比

べて考える活動を取り入れたことは、生徒が古典の短歌の新たなおもしろさに気付き、学習に意欲を

もつのに有効であったと考える。

２ 追究の過程に「ステップ２」として、テーマを決め、古典の短歌と好き

な詩歌や文章などを組み合わせてアンソロジーをつくる活動を取り入

れたことは、生徒が作品への理解を深め、古典の短歌を身近に感じる

のに有効であったか。

教師が提示した六首の古典の短歌から、アンソロジーの中心にす

る一首を選び、読んで分かったことを「ワークシート１（Ｐ６）」

に書いた。次に、中心にする短歌と組み合わせる作品を生徒それぞ

れが自分の好きな詩歌や文章などから探し、「ワークシート２（Ｐ

６）」に書き出して共通点や相違点を読み比べる活動をした。そし

て、「ワークシート２」を基に、アンソロジーをつくった。

「ワークシート１」の生徒たちの書き込みを見ると、「片思いだ

から、逢わなければよかったと言っている」「若いわらびだから、

春の感じがする」といったような口語訳の内容に触れたものがほと

んどであった。生徒Ａは、「お母さんが死んで悲しんでいると思う」

と書いてあり、生徒Ｂは書き込むことができていなかった。

「ワークシート２」の書き込みを見ると、生徒たちは、「逢わな

ければよかったと言いながら、好きでたまらないというところがわ

たしの○○の歌の歌詞と共通している」「わらびの横には草野心平

さんの詩みたいにカエルがいたり、花が咲いていたりするかもしれ

ない」などと書いていた。そして、「ワークシート２」を基にアン

ソロジーの「編者より」（資料１）を書くなどし、アンソロジーを

つくっていた。「編者より」の内容を見ると、共通点や相違点につ

いて自分の考えが書けた生徒が96.2％（30人中29人）、さらに作者

の思いについて自分の考えが書けた生徒が70.0％（30人中21人）で

あった。

生徒Ａは、「ワークシート２」に「（藤原定家も母の）声や温もり、

ほほえみを思い出しているのではないかと思う」と書いた（資料２）。

・
昔
も
今
も
片
思
い
を
し
て
い
る
女
性
の
気
持
ち
は

同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
歌
の
歌

詞
と
同
じ
よ
う
に
、
古
典
の
短
歌
に
も
、
ま
さ
に
、

自
分
の
気
持
ち
が
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
、
共
感
で
き
ま
し
た
。

・
草
野
心
平
さ
ん
の
詩
は
、
春
を
水
、
風
、
カ
エ
ル
、

に
お
い
、
花
、
空
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
比
べ
て

み
て
、
短
歌
の
春
の
情
景
も
、
同
じ
よ
う
に
に
お

い
や
空
や
風
も
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

図３ アンソロジーにする学習をやってみたいと思いましたか

23.3% 56.7% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査対象30人

とても思った（7人） 思った（17人）

あまり思わなかった（6人） 思わなかった（0人）

資料１ 生徒たちの「編者
より」から抜粋

資料２ 生徒Ａの「ワーク

シート２」から抜粋
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「編者より」（資料３）には「自分の大切な人たちが思い出に

なる前に気付いて大切にしてほしい」と書いていた。生徒Ｂ

は、古典の短歌と自分の好きな歌を読み比べ、どちらも「秋」

をテーマにしながらも、中心にとらえていることが全く違う

ことについて、「ワークシート２」に書き出した。そして、

それを基に古典の短歌の作者が「秋」の何を作品の中心にし

ているかを「編者より」に書き、アンソロジーをつくった。

生徒たちが書いた「ワークシート２」や「編者より」の書

き込みを見ると、自分の好きな他の作品と比べることで共通

することやそれぞれの特徴に気付き、古典の短歌の作者の心

情や情景についてより具体的に考えている様子が伺える。

生徒Ａも、「ワークシート１」に書いたときよりも、「ワー

クシート２」や「編者より」に作者の心情を具体的に想像し

て書けたのは、古典の短歌の中には言葉として表現されてい

ない作者の心情を自分の好きな歌の歌詞の中に見付けたから

である。生徒Ｂが古典の短歌の感動の中心に気付けたのも、

秋という共通点で古典の短歌と自分の好きな歌の歌詞と関連付けたことにより、秋についてそれぞれ

の作者の視点に違いがあることに気付けたことがきっかけになっている。

また、「編者より」には、資料１で示した生徒の「今も昔も片思いをしている女性の気持ちは同じ

だと思いました」や、資料３で示した生徒Ａの「自分の大切な人たちが思い出になる前に気付いて大

切にしてほしい」といったような記述が見られ、生徒たちが、古典の短歌を自分のことや現代のこと

に関連付けて考えている様子が伺えた。これも、古典の短歌に自分で好きな作品を組み合わせて理解

を深めた効果と考える。ほとんどの生徒が、「ワークシート１」よりも「ワークシート２」や「編者

より」に、自分のことや現代のことと関連付けながら、短歌の内容についてより具体的に書けていた。

以上のことから、テーマを決め、古典の短歌と好きな詩歌や文章などを組み合わせてアンソロジー

をつくる活動は、生徒が作品への理解を深め、古典の短歌を身近に感じるのに有効であったと考える。

３ まとめの過程に「ステップ３」として、授業で学んだことを生かし、自分なりの古典の楽しみ方を見付ける

活動を取り入れたことは、古典の短歌の楽しみ方が分かり、親しんでいこうとするのに有効であったか。

アンソロジーをつくった経験を生か

して、これからも、どのように古典の

短歌を楽しむことができるかアイディ

アをグループで出し合い、全体に発表

した。そして、出し合ったアイディア

を参考に各自が短歌を楽しむ計画を立

てた。

生徒たちは、「恋の短歌と好きな流行

歌を表裏にしたしおりを作りたい」「好

きな短歌とそれに合った風景の画像を

組み合わせ壁飾りを作りたい」などの

アイディアを出し合った。そして、出

し合ったアイディアを参考に、各自が

古典の短歌を楽しむ計画を立てて、部

屋に飾るためのカレンダーや、お気に

入りの本に挟むためのしおりなどを作

ることができた（資料４）。

資料３ 生徒Ａの「編者より」

編
者
よ
り

「
今
、
逢
え
な
い
人
を
思
う
気
持
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。

藤
原
定
家
さ
ん
の
作
品
は
、
母
を
亡
く
し
た
秋
に
、
母
が

住
ん
で
い
た
宿
を
訪
れ
て
詠
ん
だ
作
品
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
○
○
○
の
「
△
△
△
△
」
と
い
う
曲
の
歌
詞

は
、
定
家
さ
ん
の
想
い
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。
母
親
の
住
ん
で
い
た
宿
に
、
自
ら
足
を
運
ん
で
い

る
姿
か
ら
、
「

△
△
△
△

」
の
歌
詞
の
よ
う
に
、
母
親
を

思
い
描
き
、
声
や
温
も
り
、
優
し
い
微
笑
み
を
思
い
出
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

（
中
略
）

み
な
さ
ん
も
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
と
別
れ
の
中
で
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
時
間
や
、
そ
ん
な
時
を
共
に

過
ご
し
た
人
は
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
わ
り
の
大
切

な
人
た
ち
が
思
い
出
に
な
る
前
に
、
気
付
い
て
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

資料４ 生徒が作成したしおりとカレンダー
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事前に文語調の短歌について親しみやすいか聞いた質問（図４）では、否定的な回答をした生徒が

86.7％であったが、事後に自分なりの方法で短歌に親しんできたいと思うようになったか聞いた質問

（図５）では、全員が肯定的な回答をした。

生徒Ａは、友達のアイディアを生かし、古典の短歌に好きな流行歌の歌詞を表裏にしたしおりにイ

ラストを付けたものを作った。生徒Ｂは、アンソロジーをパズルにしようか、壁掛けにしようか悩ん

だが、自分の好きな古典の短歌のしおりを作ることにした。

授業後の生徒の様子を見ると、実際に国語の教科書に作ったしおりを挟んだり、アンソロジー風の

ブックカバーを作って教科書に付けたり、アンソロジーをラミネートで加工して下敷きにしたりして

楽しんでいる姿が見られた。生徒Ａも生徒Ｂもしおりを自分のお気に入りの本に挟んで楽しんでいた。

これは、まとめの活動で、身近に古典の短歌を置き、いつでも見ることができる形にしたことが、楽

しめることにつながったものと考える。

以上のことから授業で学んだことを生かし、自分なりの古典の楽しみ方を見付ける活動を取り入れ

たことは、古典の短歌の楽しみ方が分かり、親しんでいこうとするのに有効であったと考える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ 導入の過程において、どの生徒にも共通点が見付けやすいように、読み比べる作品を吟味する

ことで、新たなおもしろさに気付かせ、学習に意欲をもたせることができた。

○ 追究の過程において、生徒の好きな詩歌や文章の中からキーワードを示すことにより、どの生

徒も共通点や相違点を見付けることができ、作者の心情や情景などをより豊かに想像するなど理

解が深まり、古典の短歌を身近に感じることができた。

○ まとめの過程において、古典の短歌をカレンダーやしおりなど、自分の身近に置いて使えるも

のを作ったことで、生徒自身がこれからも古典の短歌に親しんでいこうとすることにつながった。

２ 課題

○ アンソロジーとして組み合わせる自分の好きな詩歌や文章を見付けるのに時間がかかる生徒も

いた。事前に生徒たちの言語生活の実態をより詳しく把握し、生徒が古典の短歌に組み合わせや

すい資料を十分に準備する必要がある。

○ 今後も、継続して古典の作品に親しんでいけるように、古典に関連した書物やＷｅｂページを

紹介するなど、古典の楽しみ方に関する情報を生徒の身近に用意しておく必要がある。
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図５ 昔の短歌に親しみたいと思うようになりましたか図４ 文語調の短歌は、親しみやすいですか

13.3% 66.7% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査対象30人

親しみやすい(0人) 少し親しみやすい(4人)

少し親しみにくい(20人) 親しみにくい(6人)

46.4% 53.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査対象28人

思う(13人) 今までよりは思う(15人)

あまり思わない（0人） 思わない（0人）


